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ハープ添加油の新しい機能性について 一活性酸素捕捉能一
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目的：ハープ類は古くから西洋を中心に料理や医療に用いられており、様々な分野で研究

が行われている。食品分野でもハープの食品に対する抗酸化性は多くの報告があるが、
ハープを用いた食品を摂取した時に生体内の活性酸素捕捉能についての研究は行われてい

ない。そこで、本研究では生理活性作用の高いゴマサラダ油にハープを添加し脂溶性成分

を溶出させ、活性酸素捕捉能を検討した。
方法：前研究1）により試作されたハープ添加油のDPPH ・ 、・ＯＨ等の捕捉能を調べた。

その後ゴマサラダ油とサラダ油を用い、ハープ6種を5％（ｗ/ｖ）添加し、4 ℃と3o ℃で溶出
させ、ＨＰＬＣで測定した。捕捉能が高かったclove添加油はＴＬＣ、ＨＰＬＣで成分の検討を

し、さらにこの成分の抗酸化性をモデル的にロダン鉄法、ＴＢＡ法で測定した。

結果：DPPH ・ ではclove 、allspiceの活性が高く、・ＯＨではthyme 、allspiceが高く、

これらのラジカル捕捉活性は一致しなかった。試作添加油は添加後O～20 日目にかけ急激
に脂溶性成分が溶出していた。 30℃・43 日保存の試料が4℃保存の試料より高い活性酸素

捕捉能を示した。特にclove添加油は捕捉能が高かった。ｄｏｖｅの抗酸化成分にはeugenol 、

acetyleugenol が含まれていた（ＨＰＬＣで確認）。これら2つにゴマサラダ油中のr-toc. 、
sesaminol を加えた4種の抗酸化物質をリノール酸に添加し、劣化を促進させ、抗酸化能

を検討した。単独添加よりも併用して添加した方が抗酸化能が増強され、油にハープを加
えることは有用な利用法であることが示唆された。
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食療中薬の分類

【目的】現在、我が国では健康志向へのーつの現象として薬膳が注目され

ている。　しかし、薬膳の基礎、応用面に関する知見は少なく健康増進に十
分活用するにいたっていない。
これまで、永年にわたり中国で伝承されてきた薬膳の食材料について、

中医理論を基にその利用を目的とした分類は行われてこなかったため、本
研究では初めてその分類を試みたので報告する。

【方法】中医食療 学（中国医薬科技出版社、1 992 ）に 記載されている 食
療21  8品お よび 中国衛生 局が 食療中 薬と認めた68 品 、合計286 品につ い
て中医理論 に基づ いて、1. 食品 別、2. 五食性、3. 五味、4. 経絡、5. 効用、
6. 主治、7.;主意につ いて分 類を行った。
【結果および考察】 食性で穏やかな平が36.5% と高 い割合を 示し 、五 味
では甘味が69.8 ％を占め、 経絡では牌､胃が30.2 ％、48.2 ％と 高い割 合
を 示し ていた。中医の基礎理論では、腎は 「先天の本」、牌｡胃は「後 天
の本」と言わ れ、 健康を維持する栄養は 牌｡胃と関係が深いと考えられ て
いる。 また中医の五行学説の五味で甘味は諌.胃の 働きを調節 するとい わ
れている。このように、食療、および食療中薬2   8 6 品が中医の基礎理論

に基づい
てわかり やすく分類されたことは、今後、薬膳を健康増進に活用

するための基礎資料として非常に有効なものであると考えられた。
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